
Backlog  AIアシスタントで

日常業務の“蓄積”を組織知に育てる

製造現場の情報管理を

AIが変える
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生成AIの普及により、個人の報告書作成やメール文面の作成は劇的に早くなりました。

しかし、 AIでは効率化しきれない業務も多く存在します。実際の業務は個人ではなく、

常に複数のメンバーや前後工程の「チーム」で進むものだからです。

“企業”のAI導入に求められるもの ―仕事は「チーム」で進んでいる

⚫ 一般的な文章の要約や翻訳

⚫ 一般論に基づくトラブルシューティング

（自社の設備には当てはまらない）

電話とチャットで応援を呼んでも、誰がどう処置した

かは、結局あとで日報のメモ欄を見るしかない。

個別最適

⚫ 「自社のあのラインの、過去の類似トラブ

ル」の対応経緯

⚫ 「以前この不適合をどう判断して・どう処

理したか」の組織知

⚫ 現場に新たな入力負荷をかけずに、これら

を瞬時に引き出せる仕組み

全体最適
現場のチーム・

管理者が求めること
汎用AIでできること
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チームの文脈を AIに理解させるには、自社のデータを AIに参照させる必要があります。

しかし「 AIに投資せよ」と求められても、現場には超えられない高いハードルが存在します。

企業のAI活用を阻む2つの現実

原因

01

機密情報である図面や不具合データを一般の

AIに学習させるわけにはいきません 。 さら

に、 日々の対応経緯が個人のエクセルや口頭

に散乱しており 、 そもそも AIに渡せる整った

データが存在しないのが実態です 。

自社データを 汎用AI

に渡せない

セキュリティとデータ散乱の壁

原因

02

社内データ参照用の AIシステムを一から構築

するには 、 莫大な開発コストと 、 現場の「 デ

ータ入力 」 「 メンテナンス 」 の手間が発生し

ます。 AIの効果を実感するまでにかかるコス

トと時間のハードルが高くなります 。

専用システム（ RAG）の

構築はコストがかかる

時間とコストの壁

自社データを“ AIに渡せない”壁
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Backlog は日常のタスク・進捗・やり取り・資料を 1か所に集めるプロジェクト・タスク管理ツールです。

チームの日々の仕事が自然と蓄積される「 Backlog 」をベースに AIを動かすことができます。

工程変更・ 4M 変更の確認

品質トラブル・是正対応

設備保全・点検の申し送り

改善活動・定例報告

現場業務

担当・期限・進捗の把握

判断経緯・対応履歴の可視化

関連情報の部門間共有

知見の蓄積・引き継ぎ

できること

業務情報が集約される「 Backlog 」を AIのデータベースにする
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Backlog には、蓄積された情報を生成 AIが読み取り状況を整理することで、

次のアクションへとつなぐ「 Backlog AI アシスタント」機能があります。

Backlog をAI基盤にする3つの理由

理由

02
理由

03
理由

01

現場は報告書を一から書く必要

はありません 。 Backlog で普段通

りにタスクを動かし 、 進捗や不

具合のやり取りをするだけで 、

それがそのまま AIの参照する

「 生きたデータ 」 になります 。

「いつもの実務」が

そのまま AIのデータ

（組織知）になる

誰がどんな判断をして 、 前後工
程でどう会話したかという 、 汎
用AIには真似できない 「 自社な
らではの仕事の進め方 （ プロセ
ス）」 をAIが参照できる基盤と
して蓄積できます 。

個人ではなく

「チー ム・ 組織の文脈」 を

AIが読み解ける

現場の情報が集約される

Backlog 上でAIを動かすた

め、 開発コストの肥大化や立

ち上げスピードの低下を防

ぎ、 明日から現場主導の DX

を実現します 。

コストをかけず、

「チーム専任 AI」を

すぐスタートできる
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Backlog AI アシスタントと汎用 AIの違い

過去のデータは膨大で、 自力ですべてを検索・ 集計

するのは困難。

Backlog だけでは

Web上の公開データをベースに「 一般的な回答」 を

返すだけ。

自社プロジェクトの文脈や 、 あなたが施した「 工

夫」 は知らない。

汎用の生成AIでは

自社チームのタスクやトラブル対応の履歴をベース

に動くため 、 現場実務に即座に役立つ具体的な支援

が可能。

Backlog AI アシスタントなら
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「自社の判断基準」を読み解く特徴

01 Backlog AI アシスタントは、利用者が権限を持つ Backlog 内のプロジェクト情報を参照す

るため、自社の工程・品質・保全の経緯を踏まえた回答が可能。

Backlog AI アシスタント ―チームの「実務」に並走する 3つの特徴

難しいプロンプトは不要。話しかけるだけ特徴

02 Backlog AI アシスタントへの指示は「今週の進捗を整理して」「 Aさんの今月の対応状況を

教えて」のような短い自然言語で十分。文脈は Backlog 内のデータが補うため、特別なプ

ロンプトは不要。

自社データの取り扱い特徴

03
Backlog AI アシスタントは、入力された情報が AIモデルの学習に利用されることはなく、参

照範囲も利用者の権限内に限られる。

社内情報を外部サービスに添付する手順を踏まずに、 Backlog 内で業務支援を完結できる。

Backlog AI アシスタントについて詳細はこちらから

https://backlog.com/ja/document/backlog-ai-assistant/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
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Backlog AI アシスタントに状況確認を依頼すると、

完了タスク、遅延、未解決の課題、来週の重点事項が整理されて返ってきます。

ひとつの問いかけで進捗状況の確認ができる
Backlog AI アシスタント

活用例 ①

⚫ 完了した課題一覧

⚫ 未完了の課題リストとステータス

⚫ リスクのある課題の注意喚起

⚫ 進捗状況の評価コメント

プロンプト例

「今週の〇〇プロジェクトの進捗

状況を教えてください。」

出力項目
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Backlog AI アシスタントに過去のトラブルについて尋ねると、

蓄積された課題やコメントから、類似事例とその対応経緯が整理されて返ってきます。

「あのとき、どう対応した？」過去の記録から回答を作成
Backlog AI アシスタント

活用例 ②

⚫ 類似トラブルの課題一覧

⚫ 原因と対応内容の要約

⚫ 判断の経緯

⚫ 対応経験者の提案

プロンプト例

「昨年の〇〇ラインの類似トラブル

    と、対応経緯を教えてください」

出力項目
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把握した情報をもとに Backlog AI アシスタントが報告書の構成を整えます。

PM ・マネージャーは確認と調整から始められます。

⚫ 主な成果の内容と完了日

⚫ 各課題のステータス分布

⚫ リスクと今後の予定一覧

⚫ 総括のコメント

プロンプト例

報告書のドラフトを AIに任せる
Backlog AI アシスタント

活用例 ③

「経営層向けに、〇〇プロジェク

トの進捗レポートをまとめてくだ

さい。主要な成果、進捗率、リス

ク、今後の予定を簡潔に 3つのポイ

ントで報告してください。」

出力項目



©2026 Nulab Inc. All Rights Reserved. 11

蓄積した業務情報がレジュメ作成を自動化

Backlog AI アシスタントは、 Backlog に業務情報が蓄積されていることで初めて力を発揮します。

報告書作成の効率化と、設計開発部門でのナレッジ検索 ――導入企業2社の事例を紹介します。

導入事例 ①

報道機関／システム部門

Case 1

⚫ エクセルやチャットでは情報が散在し全

体像の把握が困難だった 。

⚫ 業務報告書は手作業の整理に時間がかか

り 、 汎用生成AIはコピペや情報漏洩リス

クが課題だった 。

⚫ レジュメ作成は 1時間から 30分に半減

し 、 浮いた時間を施策の立案や判断など

人間にしかできない業務に充てられるよ

うになった 。

⚫ 属人化防止にも役立っている 。

⚫ 開発タスクを一貫管理し 、 進捗は課

題、 手順はドキュメントに集約 。

⚫ Backlog AIアシスタントでレジュメ

作成や振り返りを自動生成 。

詳細はこちら

導入前 導入後Backlog の使い方

レジュメ作成が 1時間から 30 分に半減

Backlog 導入事例はこちらからご覧いただけます

https://backlog.com/ja/customers/case-study-nishinippon-shimbun/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
https://backlog.com/ja/customers/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
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課題調査にかかる時間を短縮

導入事例 ②

自動車メーカー／設計開発部門

Case 2

⚫ Backlog 内の過去タスク検索や業務振り

返り 、 類似業務の担当者探しに手間を要

していた 。

⚫ 汎用AIでは自部門固有の業務ナレッジを

扱えなかった 。

⚫ あいまい表現でも横断検索でき 、 過去課

題調査で1回数分〜数十分短縮。

⚫ 日々の記録がAI用データベースとなり業

務マニュアル化への道筋が見え始めた 。

⚫ 車両部品の設計・ 開発管理に加え、

Backlog AIアシスタントで業務振り

返り ・ 類似業務検索・ 有識者探し ・

注意点の洗い出しなどに活用 。

詳細はこちら

導入前 導入後Backlog の使い方

業務振り返り・ナレッジ検索に活用

Backlog 導入事例はこちらからご覧いただけます

https://backlog.com/ja/customers/case-study-toyota-ai/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
https://backlog.com/ja/customers/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management


©2026 Nulab Inc. All Rights Reserved. 13

お気軽にお問い合わせください

30日間無料で試す

30 日間無料で試す

まずは使ってみる

オンラインセミナー

オンラインセミナー

まずは話を聞きたい

個別相談会

個別相談会

相談しながら 決めたい

無料トライアルで試す オンラインセミナーで学ぶ 個別相談会で相談する

https://registerjp.backlog.com/trial/with-new-account/plan/81?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
https://backlog.com/ja/seminar/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
https://backlog.com/ja/consultation/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
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セキュリティ面を知りたい概要・料金 を知りたい 特設サイト

特設サイトを見る資料をダウンロードする資料をダウンロードする

Backlog AI アシスタントをもっと知る

https://backlog.com/ja/lp-ai-assistant/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
https://backlog.com/ja/document/backlog-ai-assistant-security/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
https://backlog.com/ja/document/backlog-ai-assistant-security/
https://backlog.com/ja/document/backlog-ai-assistant/?utm_source=whitepaper&utm_medium=content&utm_campaign=manufacturing_ai_assistant_knowledge_management
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社名 株式会社ヌーラボ

設立 2004 年3 月

事業内容 チームのコラボレーションを促進するサービスの開発・提供

● プロジェクト・タスク管理ツール「 Backlog 」

● オンラインホワイトボードツール「 Cacoo 」

● 組織の情報セキュリティ・ガバナンスを強化するツール「 Nulab Pass 」

● ワークフロー自動化ツール「 Nulab Flowbase 」

本社 福岡県福岡市中央区天神一丁目 11 番1号

会社概要
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